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●春を待っていた日本列島を未曾有の災害が襲いまし

た。それは自然災害の脅威を思い知らされた出来事でし

た。被災された方々の深い悲しみに思いをいたすとき，

東京で暮らす私はあまりに無力であることを感じます。

多くの犠牲者の方々に心よりの哀悼の意を捧げ，被災者

の方たちにお見舞いを申し上げます。●この災害で，い

つもと同じ風景を一瞬のうちに奪われてしまった人があ

まりにもたくさんいます。いつもと変わらぬ風景がどん

なに大切なものかを，日本中があらためて気づかされた

3月11日の出来事だったように思います。 (綿貫)

●このたび弊誌の担当となりました，吉田と申します。

最近，友人や知人からの妊娠報告が増え，そこに弊誌へ

の配属も重なり，これも何かの縁か，それとも自分がそ

ういう年齢になっただけなのかとぼんやり考える今日こ

の頃です。まだまだ圧倒的に知識が足りず，勉強の毎日

です。とはいえ，知らないことを学ぶというのは楽しい

もので，1つ知るとその先も知りたくなり，知りたくな

るとそこに情報があるというのは幸せな環境です。皆様

のご指導賜れますと幸いです。今後とも何卒よろしくお

願い申し上げます。 (吉田)
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特集お産の痛みのケア
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